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18 世紀のスペイン鍵盤音楽史においては、ドメニコ・スカルラッティ Domenico Scarlatti
（1685-1757）の 555 曲のソナタがよく知られているが、その他の作曲家については現存す
る作品数が少なく、ほとんど名前が知られていない。その中で、アントニオ・ソレール







このようなソレールのソナタの研究では、フランク・モーリス・キャロル Frank Morris 
Caroll の An Introduction to Antonio Soler（1960）、クラウス・フェルディナン・ハイメ
スの Klaus Ferdinan Heimes の Antonio Soler ’s Keyboard Sonatas（1969）、アルマリー・
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Vicente Rodriguez（1685？-1761）、セバスティアン・アルベロ Sebastian Albero（1722-
1756）、マヌエル・ブラスコ・デ・ネブラ Manuel Blasco de Nebra（1750-1784）、ラファ






















 ソレールの名が再び世に出たのは 1925 年である。ホアキン・ニン Joaquin Nin（1879-
1949）は 18 世紀のスペイン人作曲家の鍵盤ソナタを集めた曲集を出版し、そこでソレール
の作品が紹介された。ソレール研究はそこから始まることになる。本格的に研究が行われ始
めたのは 1950 年代になってからであるが、1957 年に二つの校訂版が出版された。一つは
サムエル・ルビオ Samuel Rubio（1912-1986）のものである。彼は 120 曲のソナタを再発
見し、7 巻に分けて出版、ルビオ番号という作品番号を付けた。もう一つはフレデリック・
マーヴィン Frederick Marvin（1923-）のもので、彼は 41 曲を 4 巻に分けて出版した。マ
ーヴィンもまた独自にマーヴィン番号を付している。 
ソナタの研究としては 1953 年、ラルフ・カークパトリック Ralph Kirkpatrick が著書
Domenico Scarlatti でソレールの生涯やソナタ、著作などについて触れたことで人物像や
作品についてわずかではあるが知ることができるようになった。その後、フランク・モーリ
ス・キャロル Frank Morris Caroll の An Introduction to Antonio Soler（1960）、クラウ
ス・フェルディナン・ハイメスの Klaus Ferdinan Heimes の Antonio Soler ’s Keyboard 
Sonatas（1969）が発表され、ソナタの分析を主にした研究が行われるようになった。現在
ソナタ研究の中心に位置付けられているのはアルマリー・ディーコウの Almarie Dieckow






年には、グラシエラ・マレスタイン Graciela Marestaing の Antonio Soler: A Biographical 
Inquiry and Analysis of a Keyboard Sonata なども見られたが、その後ソナタの分析研究
は一旦の終結を見せ、研究対象はソナタの演奏法や他分野の作品、例えば宗教作品、《六つ
の協奏曲》、理論書などに移行している。2014 年になり、エンリケ・イゴア・マテオス Enrique 
Igoa Mateos により La cuestión de la forma en las sonatas de Antonio Soler が発表され
たが、これは久方ぶりのソナタ研究となっている。タイトルが示す通り、forma、つまり形
式の研究であり、ソナタ全曲の形式分析が詳細になされているため、今後のソナタ研究に影




















 第 2 章では、ソナタの基本情報を挙げる。「ソナタ」という名称の 18 世紀における使わ
れ方や、ソレールのソナタの楽章構成や調性、テンポ、構造などの点から述べる。 






















えて Satisfacción a los reparos precisos hechos por D. Antonio Roel Del Rio, a la Llave de 
la modulación』（以後『的確な異議にこたえて』）において、13、14 歳の頃には、ホセ・エ










その職に就かなかった可能性を挙げている（Querol 1986: 165-166）。 
 その後 1752 年に、ソレールはエル・エスコリアル修道院の修練院に入り、翌 1753 年の
９月 29日に修道誓願をたてた。そして聖職者となると同時に、オルガニストに任命された。






















理論家としては、1762 年に和声の理論書『転調の秘訣と音楽の遺産 Llave de la 








ラ・ロエル・デル・リオ Antonio Ventura Roel del Río の『アントニオ・ソレール神父の
「転調の秘訣」への音楽上の的確な異議 Reparos Musicos, precisos a la Llave de la 
modulación, &c. del P. Fr. Antonio Soler』（全 26 ページ）において『転調の秘訣』が批判
された。著者のロエルはガリシアのモンドニェード大聖堂の楽長で、古代とルネサンスの音
楽の慣行を記した『和声の制度 Institución harmonica』（1748）で有名であったように、






出版に際して修道院や同僚の援助を受けたことから反論する責任を感じ、1765 年に 67 ペ
ージからなる『的確な異議にこたえて』を出版した2。しかし『転調の秘訣』への批判はこ
こで終わらなかった。同年、『思慮深い批判的対話 Diálogo crítico reflexivo』において匿名
で批判を受けると、ソレールは翌年の 1766 年に『友人への手紙 Carta escrita a un amigo』
を出版する。しかしさらに同年、フアン・バウティスタ・ブルゲーラ・イ・モレーラス Juan 
Bautista Bruguera i Morreras が『弁明の手紙 Carta apologética』で異議を唱えた。これ
にはソレールは返答しておらず、サナウハのオルガニストであったホセ・ヴィラ José Vila
が『返答と見解 Respuesta y dictamen』においてソレールに賛同し、スペインの幅広い地
域に跨った論争は終結を迎えた。 
1773 年頃より（Ares 2009）、ソレールはカルロス３世の息子であるドン・ガブリエル王
子 Infante Don Gabriel de Borbón（1752-1788）の音楽教師を務めた。彼は王子のために、
鍵盤ソナタや 2 台の鍵盤楽器のための≪六つの協奏曲≫、鍵盤楽器と弦楽四重奏のための
≪六つの五重奏曲≫などの二台の鍵盤楽器のための作品を作曲した。また 1782 年には、理
論書『オルガンとチェンバロのための調律の理論と実践 Theorica y practica del temple 










は却下され続け、1783 年 54 歳の時にエル・エスコリアル修道院で人生を終えた。ソレール
はソナタや上記の作品のほか、その生涯にミサ曲、モテット、ビリャンシーコなどの約 330






















Paul Guinard のプライベート・ライブラリーにある（Rubio 1957）。写本のタイトルは以
下のとおりである。 
 
Quaderuno de Sonatas y Versos que compuso el P. Fr. Antonio Soler, Maestro de 
Capilla del Real Monasterio de San Lorenzo del Escorial. Son de Vicente Torreno, 
las que copié en el presente año de 1786.（Rubio 1957） 
エル･エスコリアルのサン・ロレンソ王立修道院のマエストロ・デ・カピジャであるア
ントニオ･ソレール神父が作曲したソナタと詩句のノート。ヴィセンテ・トレノのもの
で、それらを 1786 年に写譜した。[拙訳] 
 







ト・アーカイヴに属している（Rubio 1957）。この写本には R.16、R.28 から R.34、





表 1 ギナール写本とエル・エスコリアル写本のページ数の比較 
 R.28 R.29 R.30 R.31 R.55 R.32 R.57 R.33 R.34 R.16 
G 1r-2v 3r-4r 4r-7r 7v-8r 8v-10r 11r-11v 12v-14v 14v-16r 21v-23r 27v-29r 





58、77、82、97、99、110、130 の 15 冊に渡っている。この中で最も収録数が多いのは Mo.48
で、36 曲が収録されている。R.40、R.45、R.48、R.56、R.109 など、複数のモンセラート
写本に掲載されている曲もある。また、複楽章のソナタの中には、一つの楽章のみが掲載さ





932/14（３曲）の５冊に収録されている。B.931/14 の写本には R.63 から R.65 の複楽章の
３曲が収録されている。B932/14 の写本もまた、R.66 から R.68 の複楽章のソナタが収録
されている。それ以外の３冊はすべて単一楽章のソナタである。そのうち、B.791/12 の表





Seis obras para órgano, con un cantabile y allegro cada una, compuestas por el Rvdo. 
P. Antonio Soler. Año 1777.（Rubio 1957） 









ールのソナタが収録された写本は 1 冊で、タイトルは次のようなものである。 
 
Sonatas del P. Fray Antonio Soler que hizo para la diversión del Serenimo Señor 
Infante Don Gabriel. Obra7ª y 8ª. Año 1786. Joseph Antoni Terréz, 1802.（Rubio 1957） 
 ドン・ガブリエル王子の気晴らしのためのアントニオ・ソレール神父のソナタ。作品 7
と 8。1786 年。ヨセフ・アントニ・テレス、1802 年。[拙訳] 
 
 これは、ドン・ガブリエルのためにソナタが作曲されたことを示唆した唯一の写本である。
タイトルには 1786 年と 1802 年という二つの年代が記載されている。1786 年はソレール
の死後であるため、この写本の元が作成された年であると推測される。そして現在オルフェ
オ・カタラ図書館に所蔵されるこの写本は、1802 年にヨセフ・アントニ・テレスが複写し
たものであると考えられる。Obra7ª y 8ª の意図するところは不明だが、R.58、R.59、R.83、
R.99 の 4 曲が収録されている。R.58、R.59、R.83 は単一楽章で、そのうち R.58 と R.59












a España、Real Conservatorio de Madrid、Joaquin Nin、Madrid、13d Mayo de 1953 の








表 2 マドリード音楽院写本の内容 
 
写本内番号 R 番号 調性 









Ⅶ R.85 fis moll 














が、側面には金文字で SONATAS VARIAS と印刷されている。写本内に書かれているタイ
トルは、Sonatas del Sr Dn Domingo Escarlati y obras P frai Antonio Soler で、邦訳する
と「ドメニコ・エスカルラティ氏のソナタとアントニオ・ソレール神父の作品」である。そ





作品は、写本に収録されている順に R 番号にないソナタ（C dur 、４分の３、Andante）、
R.87、43、14、35、108、12、85、90、13、84 の 11 曲である3。 









ⅩⅩⅦ Sonatas para Clave por el Padre Fray Antonio Soler que ha impreso Roberto 
Birchall, 133 New Benet Street 
 18 世紀に出版された楽譜は現在１冊しか確認されていない。ソレール本人の出版ではな








Antonio Soler: Sonatas para instrumentos de tecla, TomoⅠ-Ⅶ. Madrid: Union Musical 
Española, 1957. 
 サムエル・ルビオはエル・エスコリアル修道院のオルガニストで音楽学者である。ソナタ
集は全７巻、120 曲を収録する。その内訳は、第１巻が R.1 から R.20、第２巻が R.21 から
R.40、第３巻が R.41 から R.60、第４巻が R.61 から R.68、第５巻が R.69 から R.90、第６
巻が R.91 から R.99、第７巻が R.100 から R.120 となっている。第４巻と第６巻は複楽章
のソナタのみを掲載しており、その他の巻は R.60と R.79を除き単一楽章のソナタである。 
 
②マーヴィン版 








不明の作品が 43 曲含まれている。 
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180 曲のソナタを校訂しマーヴィン番号（M 番号）を付けた（Arsenyan 2009: 15）という
ことだが、ルビオ版と比べて入手しにくい。出版時は６巻 41 曲であったが、後に６巻 44 曲
となった。第 1 巻が M.１から M.９、第２巻が M.10 から M.21、第３巻が M.22 から M.34、
第４巻が M.35 から M.41、第５巻が M.42、第６巻が M.43 と M.44 である。 
 
③バシエロ版 
Cuadernos para el piano, Vol. I Sonata por la Princesa de Asturias de A. Soler. Madrid: 
Real Musical, 1979. 






14 Sonatas from Fitzwilliam Collection. London: Faber Music, 1987. 
 カナダのチェンバロ奏者ケネス・ギルバート Kenneth Gilbert（1931-）によるソナタ集。
前述のフィッツウィリアム博物館に所蔵されている 1796 年に出版された 27 曲のソナタ集




Twelve Sonatas (The Madrid Conservatory Manuscript). Oxford: Oxford University 
Press, 1989. 
 バリー・イフェ Barry Ife とロイ・トゥルービーRoy Truby による校訂版で、前述のマド




Seize Sonates Anciennes d’Auteurs Espagnols, Max Eschig, Paris, 1925. 
（原文訳《スペインの作曲家の古い 16 曲のソナタ集》） 
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Dix-sept Sonates et Pieces Anciennes d’Auteurs Espagnols, Max Eschig, Paris, 1928. 
（原文訳《スペインの作曲家の 17 曲の古い作品とソナタ集》） 
 マドリード音楽院写本の項でも述べたホアキン･ニンがマックス・エシッグ社より出版し
た、18 世紀から 19 世紀にかけてのスペインの鍵盤作品の選集である。1925 年出版の 16 曲
の選集にはソレールの他、マテオ・アルベニス Mateo Albeniz（1760？-1831）、カンタジョ
ス Cantallos（1760 頃）、ブラス・セラーノ Blas Serrano（1770 頃）、マテオ・フェレール
Mateo Ferrer（1788-1864）の作品が収録されている。ソレールの作品は R.2、R.15、R.21、
R.24、R.38、R.42、R.84 から R.90 の 13 曲である。これらの作品は、ニンが所蔵したマド
リード音楽院写本に含まれるソナタと一致しているため、この写本を元に校訂したものと
思われる。 
 1928 年の 17 曲の選集には、ヴィセンテ・ロドリゲス、ソレール、フレシネ Freixanet
（1730 頃）、ナルシーソ・カサノヴァス Narciso Casanovas（1747-1799）、ラファエル・
アングレス、フェリペ・ロドリゲス Felipe Rodriguez（1759-1814）、ホセ・ガリェース José 
Gallés（1761-1836）の作品が収録されている。ソレールの作品は R.19、R.118、R 番号に
も M 番号にも含まれない 1 曲（曲集中の番号は第 2 番）の 3 曲が収録されている。 
 
②ヘンレ版  
A. Soler Ausgewählte Klaviersonaten, G. Henle Verlag, München, 1993. 
 マーヴィン監修の選曲集。収録順に、R.12、R.14、R.21、R.13、R.88、R.105、R.86、
R.34、R 番号にないソナタ（G dur、Cantabile）、R.24、R.25、R.31、R.19、R.36、R.33、
R.26、R.５、R.９の 18 曲である。 
 
③濱田滋郎編 
《ソレール 鍵盤のためのソナタ集》音楽之友社、2002 年。 










そして R.60（２楽章制）である。重複曲は、表４のように、それぞれルビオ番号 90 番台の
複楽章のソナタの楽章である。これはルビオのソナタ集が 60 番まで刊行された時、それ以
後の 90 番台の複楽章のソナタが発見されておらず、R.41、R.42、R.45、R.54、R.60 のソ
ナタが複楽章の一部であることがわかっていなかったためであると考えられる。 
 
表 3 ルビオ番号の重複曲 
ルビオ番号 重複曲 
41 96 の第 2 楽章 
42 96 の第 4 楽章 
45 94 の第 4 楽章 
54 92 の第 1 楽章 
60-1 99 の第 1 楽章 
60-2 99 の第 4 楽章 
 
 ルビオは 1980 年に Antonio Soler: Catálogo Crítico というソレール全作品のカタログを
出版しており、そこでソナタ集 7 巻の出版以後に発見されたソナタを含め、R 番号を再編
集している。そこでは、R.121からR.144までのソナタを加えたほか、重複の見られたR.41、
R.42、R.45、R.54 のソナタを入れ替えている。Catálogo Crítico には、R.121 から R.136
のソナタは第８巻として出版予定と書いてあるが、出版されたという情報はない。おそらく
ルビオの死により実現しなかったものと思われる。 
 ルビオによると、重複曲の置き換えは、以下のようである（Rubio 1980）。 
 第 41 番は、マドリード音楽院写本の第５番に置かれているソナタに変更されている。第
42 番は同じくマドリード音楽院写本の第 12 番に置かれているソナタである。第 45 番はア
ントニオ・バシエロにより出版された、C dur のソナタ Por la Princesa de Asturias であ
る。このソナタはビヤエルモサ公の写本に収録されている。第 54 番はマドリード音楽院写
本の第９番のソナタである。R.60 にはバルセロナ中央図書館写本の BC924 の中に含まれ
ている c moll の２楽章のソナタが置かれている。 
 また、R.121 から R.140 のソナタは、ルビオの Catálogo Crítico によると以下のとおり
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である（Rubio 1980）。R.121 から R.133 までは単一楽章のソナタである。R.121 はバルセ
ロナ中央図書館写本の BC791/12 に含まれている C dur、４分の４のソナタである。R.122
のソナタは、モンセラートの Mo.125 の写本にある C dur、８分の３のソナタである。R.123
は Mo.48 にある４分の３、C dur のソナタである。R.124 は Mo.48 の２分の２、C dur の
ソナタで、テンポは Allegro non molto である。R.125 は c moll の８分の３のソナタで、
Mo.97 に含まれている。R.126 のソナタはモンセラートの修道院の図書館のほうに所蔵さ
れている写本に収録されている。c moll のソナタであるが、調号は一つ少なく書かれてい
る。拍子は２分の２、テンポは Andante である。R.127 は Mo.90 に含まれる８分の３、D 
dur のソナタである。R.128 は e moll、4 分の３、Andante のソナタで、前述のモンセラー
ト図書館の写本に収録されている。R.129 は e moll、４分の２のソナタで、スペイン西部カ
セレスにあるグアダルペ修道院の写本に含まれるソナタである。R.130 は g moll のソナタ
であるが、一つ少ない調号で書かれている。２分の２で Cantabile の表示がある。R.131 は
４分の４、A dur のソナタで、モンセラート写本の Mo.58 に収録されている。R.132 は B 
dur、２分の２、Cantabile Andantino で、バルセロナ中央図書館の BC921/12 に含まれて
いる。R.133 は h moll のソナタで、バルデロブレスのパロクイアル教会の写本に含まれて
いる。 
R.134 から R.138 は複楽章のソナタである。R.134 から R.137 にかけては、モンセラー
トの Mo.27 に収録されており、それぞれソナタ１番から４番とされている。R.134 は３楽
章制の C dur のソナタである。第１楽章が８分の６で Andantino、第２楽章は２分の２で
Allegro、第３楽章は４分の３でテンポの部分に Minue（メヌエット）と書かれている。R.135
は G dur の３楽章制のソナタで、第１楽章は４分の４で Cantabile、第２楽章は８分の３で
Allegro、第３楽章は４分の３、Minue である。このソナタも緩－急－緩の構成となってい
る。R.136 は４楽章制で、A dur である。第１楽章が４分の２で Andante、第２楽章は 4 分
の 3 で Allegro molto、第３楽章は４分の３で Andante、第４楽章は８分の６で Allegro に
なっている。第３楽章には開始に Menue と書かれており、緩－急－緩－急の構成である。
第３楽章に Minue を置く３楽章制の構成に Allegro 楽章を付けたような構成である。R.137
は３楽章制で、G dur のソナタである。第１楽章は４分の３で Andante、第２楽章は４分
の２で Allegro、第３楽章は４分の３、Andante である。第２楽章、第３楽章にはそれぞれ
Clarines、Minue の文字がある。Clarines は R.53 にも見られるが、トランペットのこと





章には Lleno の文字がある。Flautat はフルートのことである。Lleno は形容詞で「満ち
た」を意味するが、詳しい意味は不明である。R.139 以後は単一楽章である。R.139 は C 
dur、４分の３で、モンセラートの写本（MAM477）に含まれている。R.140 は D dur、４
分の３で Mo.48 に収録されている。R.141 は G dur、４分の３、Andante で、同じく Mo.48
に収録されている。R.142 は D dur、４分の２で、Mo.58 に収められている。R.143 は a 
moll、８分の３でモンセラートの図書館の写本に収録されている。R.144 はロンドで、A dur、
４分の３、Allegro のソナタである。 
以上が、R 番号の重複曲とルビオ版に含まれない R.121 から R.144 までのソナタの詳細






 ソレールが 1773 年頃よりドン・ガブリエル王子の音楽教師となったことは、第１節です
でに述べた。ソレール以前の王子の音楽教師は、1761 年から 68 年までが王室礼拝堂副楽
長のホセ・デ・ネブラ José de Nebra（1702-1768）、1768 年からはイタリア人作曲家のニ
コラス・コンフォルト Nicolás Conforto（1718-1793）であった。コンフォルトがいつ音楽
教師の職を辞したのか、その正確な年代は不明であるが、ソレールが王家より俸禄を受け取
るようになったのが 1773 年である（Ares 2009）ことから、この年より音楽教師になった
と考えられている。ソレールが音楽教師を務めた期間は、彼が死去する 1783 年までの 10






















ている。ここに収録されているのは R.58、R.59、R.83、R.99 の第 1 楽章と第 4 楽章であ
る。R.58 と R.59 はロンド、R.83 と R.99 がソナタである。テンポは R.58 が Andante、
R.59が指示なし、R.60がAndantinoとAllegro vivo、R.83 がAllegro、R.99-1がAndantino、
R.99-4 が Allegro となっており、緩急両方のソナタがほぼ等しく含まれている。また、調性






















マン Pedro de Santamant という人物である。ソレールは、後にカルロス３世の主馬頭とな














技法では大変遅れていると述べられ（Hollis 1998: 199）、その 1 年後の書簡にはサンタマ
ンが小さなソナタを大変上手に作曲したと書かれている（Hollis 1998: 201）。しかしサンタ
マンは 1767 年に王の離宮のオペラのオーケストラ団員として招かれたりするなど（Hollis 
1998: 202）、1770 年頃にはだんだんとソレールのもとを離れていったようである。 
ソレールがサンタマンのためにソナタを作曲したということは書かれていないが、サン
タマンの音楽教育のために書かれた可能性も高い。ソレールのソナタには音階練習のよう


























ン５世の娘として生まれ、1729 年にスペインのフェルナンド王子（後のフェルナンド 6 世）
と結婚した人物である。スカルラッティを音楽教師に持ち、音楽的才能に秀でていたと言わ
れている。王妃の遺産目録には鍵盤楽器の項目があり、12 台の楽器が挙げられている。エ

















解によると、チェンバロはディエゴ・フェルナンデス Diego Fernández（1703-75）が 1756
年から 57 年に製作したものであるということであるが（Kenyon de Pascual 1986: 125）、




た鍵盤楽器である。これは、1765 年 8 月９日に、シドニア公の使用人のマヌエル・ゴマロ・
デル・リオがシドニア公の秘書に宛てた書簡に記載されている（Hollis 1998: 197）。内容は
サンタマンのために、スカルラッティのソナタが弾けるような G1から g3のチェンバロを秘
書に作らせるよう、シドニア公から指示されたというものである（Hollis 1998: 197-198） 。
G1から g3までの音域のチェンバロはスペインならではの音域をもった楽器であると渡邊は
述べている（渡邊 2000: 309）。G1から g3は 61 鍵であるので、王妃のチェンバロと鍵盤数
が同じである。ソレールのソナタにはこの音域を必要とするソナタが多いことから、もしか
するとソレールもまた、このような広い音域の楽器を所持していたかもしれない。 
しかし、ソレールには R.119 のように Fis1から g3（62 鍵）の音域をもつソナタが見られ











63 鍵を持つクラヴィコードであり、音域は F1 から g3 であったようである（Martinez 

























essercizi（「練習曲」の意）や toccata、イギリスでは lessons、フランスでは pièces や études、























Sonatas para instrumentos de tecla をもとに考察を進める。それは、第一にルビオ版のソ
ナタ集が最も曲数が多く入手しやすいこと、第二に、マーヴィンの付したマーヴィン番号よ
りも、ルビオの付したルビオ番号のほうが一般的に使用されていることを理由とする。 
 ルビオ版の 120 曲のソナタには、単一楽章のものが 96 曲5、複楽章のものが 19 曲ある。 
 複楽章のソナタは２楽章から 4 楽章の構成で、全体の約 17％である。２楽章のソナタは
R.79 の 1 曲で、Cantabile-Allegro の緩急の組み合わせである。３楽章制のソナタは R.63
から R.68 の 6 曲で、主に緩―急―緩の構成となっている。この構成は、R.134、R.135、
R.137 でも同じであった。R.67 を除く５曲では第３楽章にインテントが組み込まれている。





表 4 ソレールの複楽章のソナタの構成 
                                                 
5 重複曲（第１節第２章参照）は除く。 






1 Cantabile   







1 Cantabile   
2 Allegro   




1 Allegretto Pastorale 
2 Allegretto grazioso   




1 Andante cantabile   
2 Allegro assai   
3   






1 Andante expresivo   
2 Allegro assai spiritoso   






1 Andante con moto   
2 Allegro Rondon 




1 Cantabile con moto   
2 Allegro   








1 Allegro Rondon 
2 Allegretto   
3 Tempo suo Minue di rivolti 





1 Andantino con moto Rondon 
2 Allegretto expresivo   
3 Tempo suo Minue di rivolti 





1 Andante con moto   










1 Andante con moto   











Andante  amabile 
espressivo 
  
2 Allegro ma non Presto   
3 Maestoso Allegro Minuetto1,Minuetto2 






Andantino gracioso e 
con moto 
  


















3 Maestoso-Allegro Minuetto1,Minuetto2 





1 Andante gracioso   
2 Allegro cantabile   
3 Suo tempo-Allegro Minuetto1,Minuetto2 





1 Allegretto   
2  Minuetto1,Minuetto2 
3 Andantino con moto Rondo 





1 Allegretto   
2  (Minuetto1,Minuetto2) 
3  (Rondo) 










3 Allegretto Rondo pastoril 
















（Tonal Section）の 3 部分に、後半を回遊部（Excursion）、再提示部分（Restatement）
の 2 部分に分けるものである。 

























 例えば R.90 のソナタ（巻末譜例１）を例に挙げると、第 10 小節までが開始部、第 34 小
節までが中心的部分、第 35 小節からが終結調性部分となっている。クラックスは第 35 小
節の第１拍で、終結調性の Cis dur のⅠと新しい主題素材が同時にあらわれる点である。後
半は、第 78 小節に前半の終結調性部分と同じ主題が主調で出てきており、これがクラック








手が分散和音の新たなフレーズが提示される。ここでは主調の Fis dur から fis moll、cis 














回遊部は、バスの半音階上行で F dur に転調する。その後中心的部分後半の素材が用いら
れ、2 小節ごとに長 3 度、短 2 度と下に移高し、カデンツで開始部の素材が再び使用され
る。回遊部では、前半に出てきた素材を時にはそのまま、時には別の部分とつなぎ合わせた
りして、それをゼクエンツの形で繰り返す手法が多く使用される。その後中心的部分の後半












図 2 ソレールのソナタの構造とソナタ形式との比較 
 
      ‖：主調   →  転調   →  属調（平行調）：‖：属調（平行調）→  転調 →  主調：‖ 
ソレール  : 開始部  中心的部分  終結調性部分     回遊部                 再提示部分 














 以下にソレールの単一楽章（101 曲）のソナタの調性をまとめた。 
  
表 5 ソレールのソナタの調性 
 長調 短調 合計（調号） 
なし C: 13 a: 3 16 
♭ 
1  F: 13 d: 11 
49 
2 B: 2 g: 5 
3 Es: 6 c: 7 
4 As: 0 f: 1 
5 Des: 4 b: 0 
6 Ges: 0 es: 0 
 25 24 
♯ 
1 G: 14 e: 5 
36 
2 D: 6 h: 1 
3 A: 2 fis: 3 
4 E: 1 cis: 2 
5 H: 1 gis: 0 
6 Fis: 1 dis: 0 
 25 11 
合計（長短調） 63 38 101 
 
 ソレールのソナタの調性はシャープ、フラット三つまでがほとんどで、特に調号なしと調
号一つを好んでいる。長調では、調号なしの C dur、フラット 1 つの F dur、シャープ一つ
の G dur が 13 曲と同数である。 
 短調では、フラット一つの d moll が 11 曲と最も多く、次いでフラット 3 つの c moll が
7 曲、フラット二つの g moll とシャープ一つの e moll がそれぞれ 5 曲となっている。フラ
30 
 
ット系の調（d moll、g moll、c moll、f moll）では調号の数が一つ少ない書き方で書かれ、
ドリア旋法（modo dorico）と書きこまれているものもある。しかし記載されなかった調号
は、曲中で臨時記号として付けられている。 
 短調が全体の約 40％と割合が多い。これは、スペインの「ミの旋法」（modo de Mi）との
関係が考えられる。ミの旋法は教会旋法のフリギア旋法、または自然短音階と同じ音構成で
































































































このように見ると、Allegro が最も多く全体の 49％にあたり、Presto、Prestissimo も合
わせると速いテンポが半数を占めていることがわかる。Allegro の中には、Allegro Presto
（R.103）、Allegro molto（R.12）、Allegro moderato（R.19、R.30）、Allegro assai（R.29、





Largo は Largo andante （R.16）か Largo cantabile（R.110）のどちらかである。Adagio
には Adagio largo（R.100）、Andante には Andante largo（R.77）、Andante Cantabile
（R.56）、Andantino には Andantino cantabile（R.24）と Andantino expresivo（R.26）
がそれぞれ含まれている。Moderato は Molto Moderato（R.117）１種である。また曲想を










 Harvard Dictionary of Music（以下 Harvard）において、フィギュレーションは次の
ように定義されている。 
 






 The New Grove Dictionary of Music and Musicians（以下 New Grove）では、より詳し
くフィギュレーションを定義している。 
 
A kind of continued measured embellishment, accompaniment, or passage-work. In 
principle, figuration is composed of ‘figure’, or small patterns of notes occupying a 
beat or two of time;（中略）There is no distinct boundary between what is and what 
is not figuration; nevertheless, the term implies something more neutral – perhaps 





                                                 
7 『新音楽事典 楽語』でも「きまりきった音型（フィギュア）の使用をいう。とくに主題の変奏で用い















 The New Oxford Companion to Music（以下 Oxford）ではより限定的に定義されている。 
 
A term used loosely to describe passage-work or accompaniment with a distinctive 
shape (e.g. scales, arpeggio patterns) often derived from the repetition of an easily 






























Harvard     型にはまった音型を使用すること。 
New Grove 音型からなるパッセージ・ワーク、伴奏で、機械的で型にはまったも
のである。スケールやアルペッジョも含む。 
Oxford    同一であると認められる音型やモチーフの反復からなるパッセー
ジ・ワーク、伴奏。 
新編音楽中辞典   音型で旋律、和声を装飾すること。 
音楽大事典    主要音から主要音の間を装飾し、音型を形作ること。 
 
以上のように、５冊の事典では指し示すものは大方同じであると考えられるが、それぞれ







































の Sonatas Para Instrumentos de Tecla 第 1 巻から第 7 巻に含まれる単一楽章のソナタで
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ある。ソナタは全曲で 120 曲だが、その中で単一楽章のソナタは 101 曲である。そこから
重複曲（R.41、42、45、54 の 4 曲、第 1 章第３節参照）は省く。また、第２章で詳述した
構造との関連も視野に入れるため、この構造を持たないロンド形式のソナタ（R.58、59、








R.34 では、６小節にわたり右手に 8 分音符でこのフィギュレーションが見られる。拍の
強部が d2-cis2-h1-a1-gis1-a1-h1-cis2の旋律線を辿り、弱部に h2音が挟み込まれる。テンポは
Allegro であるので素早い動きが求められるが、中間には gis1-h2 の１オクターヴと３度の
跳躍もあり、難度の高いフィギュレーションになっている。 
 
譜例 1 R.34 第５-８小節 
 
 
R.77 の第 25 小節と第 27 小節では、両手にこの音型が見られる。 
 





旋律線は右が dis2-e2-fis2-gis2、左が his-cis1-dis1-e1と 1 オクターヴと長 3 度の音程で並
行に順次上行する。その各音の後ろに gis が挿入されるのだが、上行する音と保持された音
の間の音程は、2 度ずつ 8 度まで広がっていく。拍の強部に旋律線を形成する音が置かれる
ため、旋律線の輪郭が強調されることになる。８分の６拍子の R.82 では、８分音符で fis1-
d1-g1-a1-d1-h1-c2-d1-h1-a1-d1-g1と進行する。３音中の第１音と第３音が順次進行の旋律線を












に沿って左手の第１指が g1を保持する形で、その他の音は fis1-e1-d1-c1-h-a-g と順に下行し
ている。 
R.15 では８小節間手の交差の内声に使用されている。左手による手の交差がメロディー

















譜例 5 R.83 第 24-29 小節             譜例 6 R.７ 第３-４小節 
  
 






は 1771 年の『純正作曲の技法』で次のように述べている。 
 

















譜例 9 R.57 第 48-52 小節 
 
 


















られる。R.75 では、１小節間のみであるが、装飾音符のついた８分音符と 16 分音符の刺繍
音型の連続により順次進行で上昇している。 
 




h1-c2-d2-e2-fis2の旋律線を装飾した結果である。この 2 度の刺繍音は、第 3 小節から３度、
ないし 4 度の跳躍進行となり、Ⅰの分散和音になる。 
 





















譜例 14  R.4 第８-11 小節 
 
 
















譜例 16 R.88 第１-４小節 
 
 
また R.27 や R.106 では、オクターヴ分散の上下どちらかの音を半音下の音で装飾するフ
ィギュレーションが両手に見られる。例えば R.27 の第５小節を見ると、h1-ais2-h2-h1とな
っている。これは h 音のオクターヴ分散に、h2の半音下の ais2が装飾として入れられたも
のであると考えられる。 
 
















のソナタは 110 小節中 77 小節が分散和音で構成されている。冒頭主題は直線と山型の分散
和音の組み合わせで、第 5 小節で左手に移され、第 18 小節までは主に左手で奏される。 
 
譜例 19 R.12 第１-２小節          譜例 20 R.12 第５-６小節 
    
 
  第 19 小節になると山型の音型のみを連続させたフィギュレーションに変わる。また終結
調性部分では、左手の交差の内声に山型の連続分散和音が確認される。 
 









R.7 では、右手に 8 度上方跳躍+３度下方跳躍の音型での分散和音の連鎖が見られる。 
 
譜例 22  R.７ 第 28-30 小節 
 
 








 片手が旋律線あるいはバスラインを弾き、もう一方が和音を分散する型は 9 曲に見られ
る。R.104 では冒頭に出てくるのであるが、左の４分音符のバスラインの間を、右の和音分
散２音で縫っている。d moll のⅠ→Ⅴ→Ⅰ→Ⅵ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅰの進行になっている。 
 




























 第 89 小節から第 93 小節では両手の反進行になる。 
 



























 R.17 では、左手に中 2 音同音のフィギュレーションが見られる。f の音が保続され、バス
ラインが浮き出るようになっている。 
 




R.２では、es2-b1-b1-g1 のような分散和音の中 2 音が同じ音型を用い、それを次の拍で反
行させ、モチーフを形成している。 
 







き使用され、40 小節の内 24 小節でこの音型が見られる。特に回遊部の 10 小節間連続した
2 音同音音型の 20 回の反復は、ジョエル・シェヴェロフにより「ヴァンプ Vamp」と呼ば
れた手法に一致する。 
 







では２和音になる。右手の旋律ラインは e2-f2-ges2 と２小節-4 小節-４小節の間隔で徐々に
上行している。そして第 65-66 小節以外、b1が２音同音反復で保続される。第 65 小節の左
手は f moll のⅤで、そこから２小節ごとに f moll のⅣ、B dur、es moll、Ges dur と経過転





をとると h1-h1-c2 であるが、これも３回反復される。その後 d-d-es に上方移置され、再び
３度反復される。このフィギュレーションは終結調性部分にも回遊部にも再利用されてい
る。 








は c2音の 5 音同音反復であろうが、第 3 音がオクターヴ上の c3になっている。第２拍に強
調される音が入ることにより、平坦な流れに変化が与えられ、リズム感が生まれている。 
 






譜例 35 R.１ 第 12-13 小節 
 
 











 第 57 小節から第 59 小節にかけての調性は、その直前に確立した A dur である。第 60 小







































○R.９ C dur、２分の２、Presto、全 140 小節（前半 67、後半 73） 巻末譜例２参照 
 冒頭主題にフィギュレーションが取り入れられており、刺繍音を含む音型のフィギュレ
ーション a で始まる。ここでは、跳躍＋刺繍音の音型で、旋律線は c2音から c3音の１オク
ターヴ間の音階進行である。開始部はこの主題とその左手における反復からなる。カデンツ
部分には跳躍＋順次進行音型のフィギュレーション b と、その前から単発の音型として出
てきていた分散和音のフィギュレーション c が使用されている。 
第 13小節からの中心的部分ではフィギュレーション bと分散和音のフィギュレーション
c が１小節ごとに交互に配置されている。第 27 小節から第 30 小節にかけては冒頭主題（フ
ィギュレーション a）が再利用され、４度間の順次下行が２回反復される。第 31 小節から







ョン d が導入される。Ⅴ→Ⅰの和声進行で、旋律ラインはその構成音の a 音と h 音の繰り
返しであるが、重音で厚みを増している。その後右が全音符で掛留されると、左はその間を
分散和音の上行で縫う。次の小節では、8 分音符 4 音の音階進行音型によるフィギュレーシ
ョン e で主音 g（第 44 小節）まで次第に下行する。これらの反復の後は、フィギュレーシ
ョン a の刺繍音を含む音型が左右同時に使用され、反対方向に上下行する（第 59 小節）。
それに連結させられるのは e の順次下行であるが、ここでは重音になっている。 
 後半は前半の開始と同じくフィギュレーション a で始まる。開始部では１オクターヴ間
の進行であったのに対し、ここでは４度間の順次上行にとどまる。再び第 72 小節でフィギ
ュレーション a が７度下（２度上）で反復され、a moll となる。この時、前半と同じく左手
にこの主題が置かれる。フィギュレーション a の反復の間のつなぎにはフィギュレーショ
ン e が利用されている。第 76 小節からは中心的部分の素材を用いているが、前半では跳躍
＋音階進行音型のフィギュレーション b と分散和音からなるフィギュレーション c であっ
たのに対し、回遊部ではフィギュレーション b とフィギュレーション e が組み合わされて
いる。ゼクエンツで a moll から G dur、e moll と経過転調する。第 83 小節からは終結調性
部分のフィギュレーション d が 14 小節間続く。d moll、a moll、G dur と転調するが、フ
ィギュレーション d で統一が図られている。その後フィギュレーション b で順次上行し、






図 5 R.９のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部   中心的部分          終結調性部分 
前半  １  －  12  13  －  26  27－30  31－32  33       －       67  
fig. a, b, c   fig. b, c     fig. a           fig. b, d, c, e   
回遊部                            
後半   68  －  75  76  －  82  83   －   96 97－99 100－103 104－105～ 
fig. a,e       fig. b,e        fig. d    fig. b     fig. a 
54 
 




おり、前半の順に一致していた。しかし前半ではフィギュレーション b の後は再び a が出
てきていたのに対し、後半では d に連結される。そしてフィギュレーション a は、b のつな























レーション b と、刺繍音のフィギュレーション c を含むパッセージが二度繰り返された後、
fis2と e2の６音同音反復のフィギュレーション d でわずかに下行する。 
 
譜例 38 R.84 第９-13 小節 （フィギュレーション b、c、d） 
 
 
第 14小節では es2-d2-cis2-h1-ais1-h1の刺繍音を含む順次進行の音型が出てくるが、第 15、
17、19 小節とこの音型を経るごとに２度ずつ下行していく。ais1 音に到着した後は再び６
音同音反復のフィギュレーション d が５小節連続で用いられ、fis2まで２度ずつ上昇してい
き、その後順次下行で属調の A dur に転調する。第 27 小節からは終結調性部分に入るが、
右手は再び冒頭主題と同じ、同一音を１指が保持するフィギュレーション a となる。そし
て第 31 小節で右が８分音符３音の分散進行になると、左が鋸歯状の分散和音のフィギュレ
ーション e で動き出す。 
 
譜例 39  R.84 第 27-32 小節（フィギュレーション a、e） 
 














転調は f-moll→Es dur→c moll→g moll とめまぐるしく変わり、このソナタの中で最も緊張
感が高まる典型的な回遊部になっている。 
 
譜例 40 R.84 第 71-76 小節 （フィギュレーション d′） 
 
 




図 6 R.84 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部   中心的部分 終結調性部分 
前半  １  －  ８  ９  －  26  27   －     54  
fig. a   fig. b, c, d         fig. a, e, b            
回遊部                            
後半   55         －         79 

















○R.６ F dur、２分の２、Presto、全 95 小節（前半 50、後半 45） 巻末譜例３参照 





て用いられ、フィギュレーション b′となる。音程は２度上行に変わり、a から g1まで徐々
に上がった後、跳躍で h まで落ち、再び徐々に a1まで上る。この動きをもう一度反復し、
途中から付点８分音符と 32 分音符二つの刺繍音型を取り入れながら h1 まで上る。その次
の小節からは左手が動き出す。分散和音４音で 1 オクターヴと５度駆け上がり、すぐに３
度の分散を重ねた分散和音の鋸歯状のフィギュレーション c で下っていく。 
第 19 小節からは左が和音を１拍ずつ鳴らす伴奏に合わせ、右手では前打音のついた４分
音符と８分音符二つの３度順次下行が繰り返される。調性は B dur から c moll に転調して
おり、陰りのあるフレーズとなる。この部分は前節でも述べたヴァンプ（同じ音型が繰り返
し使用される部分）に相当する。 
第 31 小節からの終結調性部分では、長調のソナタにはあまり見られない平行調の d moll
への転調となっている。主題は４分音符を基調としており、左手の同一音を保持するフィギ
ュレーション d がその合間を縫う役割を果たしている。第 39 小節からの終結部では、開始
部のフィギュレーション a と中心的部分のフィギュレーション c を連結して使用している。
このように別の部分の素材同士をつなぎ合わせて一つのフレーズにする手法は、ソレール
によく見られる。 




わせて旋律を構成している。第 58 小節から第 65 小節の第２部分では、左に開始部の主題
（フィギュレーション a）が現れ、２回反復された後、同じく開始部のフィギュレーション




図 7 R.６のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部   中心的部分                   終結調性部分  （終結部） 
前半  １  －  ８  ９  －   18 19  －  30 31  －  38  39  －  50 
fig. a, b    fig. b′, c   （ヴァンプ）      fig. d           fig. a, c  
回遊部                            
後半  51   －    57  58   －   65 66  －  75 
       （中心的部分と d の音型の再利用）        fig. a, b       （ヴァンプ） 
 
 R.６の前半部は、前の素材の変形（b と b′）が見られるものの、終結部までは新しいフ
ィギュレーションが順に出てきていた。回遊部で前半のフィギュレーションが再利用され
ていたのは第 58 小節から第 65 小節のみであるが、その他の部分もフィギュレーションで
はないが、前半の素材の再利用であった。 
 
○ R.29 C dur、８分の３、Allegro Assai、全 84 小節（前半 35、後半 49） 











譜例 41 R.29 第１-６小節 （フィギュレーション a、a′） 
 
 













に左右反行の跳躍+５度間の順次進行のフィギュレーション d が見られる。 
 















の４小節が次には A durで同じように提示され、続いて D durでも提示されるのであるが、
その際には a′は省略され、次のフレーズに移行する。G dur への転調後のフレーズの左手




それに続く反復では、前半が G dur であったのが、ここでは g moll になっている。前半で




図 8 R.29 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部       中心的部分   終結調性部分    （終結部） 
前半  １    －    ９  10    －    20  21    －    26   27    －    35  
fig. a, a′        fig. b                     fig. c, d  
回遊部                            
後半  36    －    45  46    －    54  55    －    69 ～ 











○ R.106 e moll、２分の２、[Allegro]、全 82 小節（前半 38、後半 44） 





に終結調性の平行調 G dur に転調している。 
 
譜例 44 R.106 第１-７小節 （フィギュレーション a、b） 
 
 その後フィギュレーション b で h2音から d2音まで順次に下行していき、和音分散の鋸歯
状音型と８分音符の順次進行で一気に h 音まで下行する。第 12 小節から第 16 小節にかけ
ては fis-g の２音が左右の手で交互に音高を変えて連なるフィギュレーション c が出てくる
が、単純な音型の繰り返しも、シンコペーションによってリズムの面白さが加えられている。 
 









で装飾した音型によるフィギュレーション d で、右手にそって上がっていく。 
 
譜例 46 R.106 第 18-19 小節 （フィギュレーション d） 
 
 




に見られたフィギュレーション d が右手に使用されている。 
 
譜例 47 R.106 第 20-23 小節 （フィギュレーション e） 
 
 
 回遊部では、冒頭のフィギュレーション a の３度上にもう一声部加わり、３声で進む。冒
頭主題では左は右の模倣となっていたが、回遊部ではこれをフィギュレーション bに変え、
















図 9 R.106 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部       中心的部分   終結調性部分    （終結部） 
前半  １    －    11  12    －    19  20    －    29   30    －    38  
fig. a        fig. b, c, d           fig. e        fig. d  
回遊部                            
後半  39    －    44  45    －    56  57    －    65 ～ 








○ R.55、４分の３、F dur、テンポ指示なし、全 108 小節（前半 48、後半 60） 
 冒頭主題にはフィギュレーションがなく、Ⅰの分散和音上行をシンコペーションで変化
させたものである。中心的部分は２部分（第９～24 小節、第 25～第 35 小節）からなる。
第１セクションにもフィギュレーションは見られず、トリルと付点のついた刺繍音型で順





譜例 49 R.55 第１-３小節（冒頭主題） 
 
 






ながら終結調性の G dur に進む。 
 
譜例 51 R.55 第 25-28 小節 （フィギュレーション a） 
 
 









譜例 52  R.55 第 49-52 小節 （フィギュレーション b） 
 
 





















図 10 R.55 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部     中心的部分                終結調性部分  （終結部） 
前半  １   －   ８  ９   －    24  25   －  35   36    －    41 42   －    48 
                       fig. a       fig. a          fig. a 
回遊部                            
後半  49   －    57  58   －     76    77    －    83  77    －    83 ～ 














○R.83 F dur、８分の３、Allegro、全 143 小節（前半 75、後半 68） 
 ほとんどのフィギュレーションが伴奏部に見られるソナタである。冒頭主題は両手のユ










譜例 54  R.83 第 1-7 小節（冒頭主題、フィギュレーション a） 
 




は鋸歯状の進行のフィギュレーション c である。ここでは 3 度上方跳躍の上行形が使われ
ている。 
 
譜例 55  R.83 第 20-25 小節（フィギュレーション b、c） 
 
 フィギュレーション c もまたゼクエンツになっており、6 度間の上行をひとまとまりとし
て 2 度ずつ下に５回配置される。6 度の順次進行は冒頭主題のモチーフである。反復の５回
目は１小節末尾省略され、滑らかに次のパッセージが導入される。８分休符による休止の後、




ション d が使用され、また左手にはオクターヴ分散のフィギュレーション e が見られる。







譜例 56  R.83 第 60-64 小節（フィギュレーション d、e） 
 
 後半の回遊部は第 76 小節から第 106 小節である。回遊部の開始は冒頭主題の提示である











図 10 R.83 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部       中心的部分   終結調性部分     （終結部） 
前半  １    －    19  20   －   36  37       －       59 60  －  75  
fig. a        fig. b, c        fig. a       fig. d, e, a   
回遊部                            
後半   76   －   87  88   －   95  96    －    107～ 
fig. a           fig d            fig. c 
 
 このソナタも回遊部はすべて前半の素材の再利用で成り立っていることがわかる。 
 また図を見ると、フィギュレーション a が使用される頻度が高いことがわかる。これは、






















































○R. 28 C dur、４分の２、Andantino、全 147 小節（前 77、後 70） 













手と反進行する。第 14 小節から第 26 小節は第１小節から第 13 小節の１オクターヴ下での
反復である。中心的部分の前半のセクション（第 27 小節から第 31 小節）にはフィギュレ
ーションはまだ見られない。 
 
譜例 58  R.28 第 27-29 小節（中心的部分・第 1 セクション） 
 
 
第 27 小節からは、３連符を含むモチーフが３回反復される。各小節の第 1 拍で見られる
３連符と第２拍の４分音符はそれぞれ e2-d2-c2音、g2音に固定されているが、第４拍の８分
音符は和音に合わせて変化する。１小節１和音で、左手は単純な 8 分音符の重音で伴奏さ
れ、終結調性の G dur に到達する。つなぎの左手の分散和音は、以後の部分でも次のセク
ションとのつなぎの要素として必ず挟み込まれている（第 50 小節、第 59 小節、第 68 小
節）。続く第 32 小節から分散和音のフィギュレーション a が右手に導入される。 
 











譜例 60  R.28 第 51-54 小節（フィギュレーション b） 
 
 












の音を２度下の非和声音で修飾したもので、第 75 小節の第１拍であれば、g1-g2-h1 が基本
にあり、fis2は g2を修飾する音である。 
 








る。3 度ずつ下方に位置され、ゼクエンツを描いており、調性は G dur から e moll、C dur、
a moll と経過する。そして単音の順次上行につなげられるが、上行の音程は１オクターヴ
と 6 度まで延長され、G dur に戻る。 
次に続くのは第 27 小節からのフィギュレーションのないフレーズであるが、３連符のモ
チーフの反復が１回省略されるかわりに、フレーズが２度下に移置され、もう１度反復され
る。その後第 112 小節からは前半と同じで、フィギュレーション a の主調 C dur での再提
示である。以後の再提示部分も終結調性部分の主調での再現であるので、フィギュレーショ
ン b と c が使われている。フィギュレーション b の部分ではやはり同主調の c moll への移
り変わりが見られる。 
 以下は R.28 のタイムラインである。 
 
図 11 R.28 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部        中心的部分              終結調性部分（終結部） 
前半  １    －    26  27  －  31 32   －   50 51  －  68 69  － 77 
                         fig. a      fig. b        fig. c 
回遊部                            
後半   78     －    103  104   －   111  112    －    120～ 





















譜例 62 R.108 第１-８小節（冒頭主題） 
 
 
 この主題は１オクターヴ下でもう一度提示される。第 16 小節からの中心的部分は、休符




16 分音符の音階進行で下っていく。この音階進行は G dur のスケールで、半終止で止まる。 
 
譜例 63 R.108 第 16-19 小節（フィギュレーション a） 
 
 
 両手が２拍の休符で停止した後、第 24 小節からが第２セクションであるが、再び冒頭の
モチーフが右手で提示される。半終止前が G dur であるので、G dur を期待するのである









譜例 64 R.108 第 24-26 小節（中心的部分第２セクション） 
 
 
 第 30 小節からの終結調性部分では、G dur に戻り、再びフィギュレーションが使用され
る。右手は冒頭の付点のモチーフを繰り返すのみである。左手はその伴奏を担うのであるが、
分散和音の上行形 b とフィギュレーション a の音型が組み合わされた複合のフィギュレー
ションである。どちらも分散和音音型である。 
 
譜例 65 R.108 第 30-34 小節（フィギュレーション b） 
 
 第 40 小節からの終結部では、左手が先に冒頭主題のモチーフを提示し、次の小節で右手
が 2 オクターヴ上で模倣する。この左右の模倣がもう一度提示され、さらなる右手の 2 回
の反復で前半部が終わる。 
 後半部の開始も冒頭主題の付点のモチーフであるが、第 3 小節の 3 度の下行が使われて
いる。右手がフレーズを終える最後の音と同時に左手の１オクターヴ下の模倣が始まるが、
末尾が１小節分省略されている。第 59 小節からは右の d 音と h 音、g 音と e 音のオクター
ヴ上下での提示があり、その伴奏としてフィギュレーション b が７小節間続く。その後は





り跳躍の音程は２オクターヴと幅広くなる。第 76 小節からは第 24 小節と同じ同主調のフ
レーズがあらわれる。ここでは主調の C dur の同主調 c moll になっている。第 82 小節か
らが再提示部分で、主調に復帰する。 
 
譜例 66 R.108 第 63-67 小節（フィギュレーション b と b′） 
 
 
 R.108 をタイムラインにまとめると以下のようになる。 
 
図 12 R.108 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部        中心的部分             終結調性部分  （終結部） 
前半  １    －    15  16  －  23  24  －  29  30   －  39  40  － 50 
fig. a                    fig. b +a  
回遊部                            
後半  50    －   58  59     －      75 112    －    120～ 































○R.71 a moll、８分の３、Andantino、全 165 小節（前半 87、後半 78） 
 終結部にのみフィギュレーションが見られるソナタである。開始部は a moll の主音のオ
クターヴ分散に始まる。第３小節から右手は f2 音から gis1 音まで１拍半ずつ７度下行する
音階進行であり、タイでシンコペーションが加えられている。左手は４度上方跳躍＋３度下
方跳躍の音型が 3 回反復し下行していくが、第２拍で始まり次の小節の第１拍で終わる、
和音の基本形を上から下に分散したものともとらえられる。基本のバスラインは g 音から d
音までの 4 度の順次下行で、右手と並進行になっている。この第 3 小節からのシンコペー






譜例 67 R.71 第１-７小節（冒頭主題） 
 
 
 第 22 小節の開始部の終止は a moll のカデンツで、本来ⅠかⅥが後に続くが、次に続く
のは単音の c 音で、a moll のⅤの導音（gis 音）は省略されている。c 音は a moll のⅠの第
3 音であるが、これを起点に C dur に転調し、中心的部分が始まる。平行調間の転調である
とはいえ、唐突な印象を受ける。中心的部分の始まりは順次進行と３度分散が入り混じった
フレーズであるが、音程の違いはあるものの、右手と左手は反行になっている。この部分は
拍子としては e1-f1-g1、e1-f1-d1、e1-c1-d1、 h-g-c1 であるが、場合によっては g1-e1、f1-d1、
e1-c1、d1-h1の 3度の 2音を積み重ねたようにもとらえられ、ヘミオラのようにも聴こえる。 
 















 右手の上声は g1 音を挟み順次上下行している。右手下声は第２拍と次の小節の第１拍を
タイで掛留した g1音を保続する。左手の下声もまたタイで掛留され、上声は e１と f1の間を
行き来する。その後、右手が８分音符１拍ずつの重音で３度順次進行と刺繍音型を繰り返し、
終結調性部分に進行する。この間に e moll に転調するが、左手は属音の h 音を単音で保続
している。第 53 小節からの終結調性部分では、左手による手の交差が見られるが、ここで
もフィギュレーションは使用されない。右手は fis1-g1-fis1-e1-dis1-cis1-dis1と g1と cis1の５
度間の下行、上行で進行し、次に g1と dis1の４度間を下行、上行する。これを跨ぐように
手の交差が行われるが、この手の交差は４小節間手が交差したままの状態が続くもので、










ンツまでの６小節はもう一度反復され、終結部全体をフィギュレーション a が構成する。 
 











g から c までの 3 度重音の順次下行を反復した形である。第 97 小節からは前半の中心的部
分の第 47 小節からの刺繍音型と順次進行を再利用する。第 102 小節からは第 23 小節から
のフレーズの再利用で、その後４度上に位置され、4 声体で提示される。次に続くのは第 35
小節からのタイのシンコペーションと刺繍音型+順次進行の 3 度重音であり、前半と同じ並




図 13 R.71 のフィギュレーション・タイムライン 
    開始部      中心的部分                       終結調性部分（終結部） 
前半  １   －   22  23  －  34  35 － 45  46 － 52  53  － 74  75  － 87 
                                                         fig. a 
回遊部                            
後半  88 － 96  97   －  101  102   －  111   112 － 122  123  － 129～ 









○ R.16  Es dur、２分の２、Largo Andante、全 143 小節（前半 74、後半 69）巻末譜
例４ 
 第１小節から第４小節の冒頭主題は、３度重音の付点４分音符と８分音符、４分音符のモ








ら第 16 小節で、右手が旋律を奏し、左手は重音の 4 分音符で 1 拍ずつ伴奏する。旋律は２




たモチーフ c と冒頭主題のモチーフ a の反行が組み合わされ、２小節のフレーズを形成す




レーズは前の部分のモチーフの 16 分音符の装飾音型を変化させた c′で、付点４分音符と
16 分音符の刺繍音になる。これは 4 小節間ゼクエンツで展開される。f moll、c moll、g moll
と転調し、6 連符の音階進行で下行、半終止となる。第 28 小節からが第 3 セクションで、
ここでは引き続き第 2 セクションから c′と 6 連符の順次下行が再び利用される。第 3 セク
ション前の半終止で d-fis-a であった g moll のⅤの和音が、休止の後、第 3 音が抜かれるこ
とで調性間を失う。ソレールは転調の際に休止を挟み、また第３音を抜いて調性間を薄める















○R.81 g moll、２分の２・８分の６、Prestissimo・Cantabile・Allegro、全 90 小節（前
半 38、後半 52） 
Prestissimo の部分と Cantabile の部分、そして Allegro の部分が交互にあらわれるソナ
タである。開始部・中心的部分・終結調性部分・回遊部・再提示部分の構造にあてはまらな




対して Cantabile の部分は第 22 小節から 26 小節にかけてであるが、拍子は 8 分の６拍子
に、調性は平行調の B dur に変わる。左手は 16 分音符の分散和音のフィギュレーションが
続き、右は二重刺繍音のオクターヴのまとまり（まとまりの最初の音はオクターヴ分散）が
上昇していくパッセージになっている。上りきると順次進行のフィギュレーションで下行
する。そしてフェルマータ付きの休符で区切った後、第 27 小節で２分の 2 拍子に戻り、
Allegro の部分に移行する。この部分は Prestissimo の部分の右手が同一音保持のフィギュ
レーション、左手がオクターヴ分散の組み合わせの部分と同じであるが、F dur になってい
る。しかし６小節ですぐに８分の６拍子の Cantabile に戻る。この部分は前の Cantabile と
全く同じである。この後に反復記号付きの縦線が置かれているので、ここまでが前半である
が、開始部・中心的部分・終結調性部分の構造を持つソナタのように、終結調性は平行調の
B dur で終わっている。後半は続けて Cantabile の部分となり、「自由に」を意味する ad 
libitum の表示がある。右手が順次進行でおりる間左手は和音で伴奏し、右手が下り終えた
ら反行で順次上行する。第 45 小節の 2 音同音保持の分散和音ラインの上行と順次進行の下
行部分でもまた ad libitum の表示が示されており、即興的な部分になっている。この部分
もまたフェルマータ付きの休符で次の部分と区切られる。Prestissimo、Allegro から
Cantabile に移る際は滑らかに継続するのに対し、Cantabile から Allegro に移る部分では
必ず休止が挟み込まれており、Allegro の突然の導入による驚きの効果を狙うためのように
も思われる。第 47 小節からの Allegro 部分はフィギュレーションとしては冒頭の














A３タイプ R. 34、83、89、101、107、116（６曲） 
B タイプ （21 曲） 
 B１タイプ R. 28、39、48、49、52、55、74、77、117（９曲） 
 B２タイプ R.３、11、18、20、31、50、85、102、108、111、112、120（12 曲） 
C タイプ（20 曲） 
C1 タイプ R.８、24、26、37、38、47、71、80、110、113（10 曲） 
C2 タイプ R. 16、22、36、75、86、87、100、105、114、115（10 曲） 
例外  R.33、40、53、56、81（５曲） 
 
 このように見ると、A タイプが 48 曲と最も多く、突出していた。つまり、フィギュレー
ションの多いソナタが、ソレールのソナタの半数を占めているということである。B タイプ























































クパトリックの分析にあてはまる。その中からフィギュレーションが多く見られるソナタ   
を中心に取り上げ、スカルラッティのフィギュレーションの特徴を確認する。 
 
①K.517 d moll、Prestissimo、全 109 小節（前半 56、後半 53） 
 ソレールの A１タイプに相当するソナタである。冒頭主題は d moll の自然短音階音で構
成されているのであるが、８分音符の音階進行が基礎となっており、３度跳躍+３度順次下
行の音型と順次進行が組み合わされ、フィギュレーション a を構成している。 
 










ョンが受け渡されるが、これは第 6-8 小節の反復である。第 14-15 小節では音型はそのま
ま反復しているが、右手は２声から１声になっている。また、第 15 小節の開始音を 2 度下
ではなく 2 度上に上げることで、F dur への転調を導いている。次の 2 小節ではまた左手に
フィギュレーションが移されるが、3 小節の反復であったのが 2 小節となり、右が導入され
ることで、フレーズのリズム感に変化が与えられる。右手の反復も 2 小節であったのが１
小節となり、8 分音符４音の順次下行の後は上行し、新たなフレーズを導き出す。第 20 小
節からは右手にのみフィギュレーションが見られる。8 分音符 4 音の順次進行の第 1 音を
休符にし、3 度の鋸歯状音型と組み合わせている（フィギュレーション b）。８分休符は小




譜例 73 K.517 第 20-23 小節（フィギュレーション b） 
 
 
第 25 小節からは終結調性部分で、分散和音音型のフィギュレーション c が 11 小節間続
く。フィギュレーション c は a moll の属音 e が 8 分音符 4 音群の第 1 音に保持され、その








譜例 74 K.517 第 25-28 小節（フィギュレーション c） 
 
 
第 33 小節からはそのまま左手にフィギュレーションは置かれ、第 1 音も順次下行してい
く。右手の 2 分音符は左の進行に沿っている。第 36-39 小節のカデンツでは右手にフィギ
ュレーション a を再使用している。第 39-51 小節までは第 25-37 小節の反復である。第 52、
53 小節では、右手の２分音符のところで 1 オクターヴと 3 度の難度の高い分散和音が左に
見られる。後半の回遊部の開始はフィギュレーション a である。2 小節ごとに交互に右左に
置かれているが、ここでは３度跳躍+３度順次下行の音型と順次進行の組み合わせが６回反
復される。前半の正確な再現は再提示部分（第 74 小節から）以前に始まり、第 69 小節で















譜例 75 K.366 第 1-3 小節（冒頭主題）  
    
 
譜例 76 K.366 第 5-6 小節（フィギュレーション a） 
 
 










音型は２音同音のフィギュレーション c に変わる。左手による f-a-c の２音同音上昇がオク
ターヴ変えながら３回続いた後、今度は７度分散の上方跳躍と下行跳躍を組み合わせた音








譜例 78 K.366 第 15-19 小節（フィギュレーション c、d） 
 
この d がたどり着いた先はフィギュレーション c の開始音 f の２度上の g 音で、そこか
ら再びフィギュレーション c が G dur で提示される。ここでは反復は５回に延長され、か
わりにフィギュレーション d が省略されている。第 27 小節からの終結調性部分へのつなぎ
はオクターヴ分散であるが、鋸歯状のラインを描いているが、g の gis への変化で a moll へ
の転調を促す。このソナタは終結調性が属調の平行調の a moll であるめずらしいソナタで
ある。終結調性部分の主題は右手の下声部にフィギュレーション c の同音の要素を用いて、
２度順次上行と跳躍の音型になる（フィギュレーション c′）。その後に続く下行は 16 分音
符 4 音の順次進行音型を 3 度下方ずつ連ねているが、6 度重音の連続であるため、演奏難度
が高い。終結部では再びフィギュレーション c が原型で出てくる。 
 





復の間に転調が繰り返され B dur に転調する。次からは終結調性部分が使用され、フィギ























和音で 1 小節ずつ和声を変える。これも 4 小節ごとに付点４分音符による停止が挟まれ、
流れが停止する。この 4 小節は E dur に始まり、ゼクエンツで gis moll、fis moll、E dur
と２度ずつ下に転調していく。gis moll は E dur から見て属調の平行調にあたる。結果的に
は E dur に戻るのであるが、同じ素材の反復でも短調を経由することで響きに変化をつけ




り返される。左は付点４分音符の和音で支えるのみである。終結調性の H dur が確立した
にもかかわらず、この部分では fis 音と des 音がナチュラルになり、突然 e moll に転調し、


































彼のソナタ集 Sonatas para Clavicordio por D. Sebastian Albero は、28 曲のソナタと 2 曲
92 
 






○第 12 番、D dur、２分の２、Allegro、全 110 小節（前半 57、後半 53） 








４分音符と２分音符の６度の重音を挟む。第 32 小節からは右手に 8 分音符の跳躍＋３度順
次進行の音型とその反行の逆行形の連続が見られる。終結調性部分からは開始部のモチー
フが使用され、カデンツでは 3 度分散＋跳躍＋2 度進行の音型の連続が見られる。回遊部の
始まりでは、開始部モチーフが再び提示されるが、再提示は 1 小節で終わり、続いて両手と
もに 4 分音符の順次上下行が 2 小節間続く。これはもう一度反復される。そして中心的部
分の第 8 小節から第 12 小節までの素材が再利用されるが、前半と違い、カデンツがシーク











○第 1 番、C dur、４分の２、Allegro、全 88 小節（前半 47、後半 41）巻末譜例６ 
 B１タイプにあたるソナタで、フィギュレーションが見られるのは第 31 小節から第 39 小
節と第 61 小節から第 81 小節である。冒頭主題は両手のユニゾンで開始する。このモチー




レーションではない。その後に続く 4 分音符と８分音符＋16 分音符 2 音の音型とをタイで
連結したパッセージは、第 24 小節まで使用される。また、この素材は終結調性部分のつな
ぎや回遊部でも使用される。左手は G dur の第 5 音をオクターヴで保続し、メロディーの
動きを際立たせており、主旋律の伴奏として機能している。中心的部分の終わりの第 25 小




の反復は同主調の g moll で提示される。本来転調が行われない終結調性部分の中で転調が
起こる点では、上記のスカルラッティの K.395 と共通している。 




一時 F dur に転調するが、刺繍音入りの順次進行音型を重ねて上行する。fis 音により G dur
のⅠに到達することを予期させるが、次小節の f 音で、C dur の響きとなる。同一音保持の
フィギュレーションが３小節間続き、回遊部は休符で区切られる。その後は再提示部分とな
り、手の交差が再び出てくる。しかし、２回の反復のうち、前半が終結調性（G dur）、その














プが４曲、B タイプが５曲、C タイプが５曲、D タイプが 13 曲という内訳であった。フィ
































奏として機能している。第 33-37 小節は第 19-23 小節の反復である。後半の回遊部は、3 度
跳躍+4 度順次下行+２度上行の音型の反復と同一音保持フィギュレーションの４小節が次


























































































































































ソレールが作曲を行っていたのは 1740 年代から死去する 83 年までと考えられる。この
約 40 年はちょうど、フランツ・ヨーゼフ・ハイドン Franz Joseph Haydn（1732-1809）






































The originals of these harpsichord lessons were given to me by Father Soler, at the 
Escurial
9
, the 14th February, 1772. Fitzm. Father Soler had been instructed by 
Scarlatti.（Kitkpatrick 1953: 124） 












 期間は、表で色分けした部分、ソレールがエル･エスコリアルの修道院に入る 1752 年か
ら、スカルラッティが死去する 1757 年までである。1752 年当時、ソレールは 23 歳、スカ
ルラッティは 67 歳であった。 





表 1 スカルラッティとソレールの直接的接点の可能な期間 
スカルラッティ  ソレール 




スペイン移住。 1729 オロートで生誕。 






 1753 修道誓願を立てる。 
マドリードで死去。 1757 楽長就任。 
















                                                 
10 1707 年 1757 年、1759 年、1760-62 年、1775、1781 年のものがデジタル公開されている。 
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７中旬～10 月末 ブエン・レティーロ 
10 月末～12 月 エル･エスコリアル 
12 月末 ブエン・レティーロ 
 









 ソレール神父は 1752 年 9 月 25 日にエル・エスコリアルの修練院に入り、1753 年 9 月
29 日に修道誓願を立てた。修練院にいたこの 1 年間、スカルラッティとも他のどんな人
とも個人的な付き合いは考えられない。なぜなら、修道院の中の修練院での 1 年は完全
に外へは出ず、修道院の外の人や物と関係を断つ年であったからである。スカルラッテ
ィは 1757 年 7 月 23 日に死去した。したがって、ソレール神父が彼と学ぶ機会があった
のは 4 年足らずであった。その 4 年にソレール神父はどれだけの時間を自由に使えただ
ろうか？ソレールはオルガニストとして必要とされたのでエル・エスコリアルに入った
が、職務や同様の固有の義務は 1 年のすべての日を束縛したので、実際にはわずかにあ












 スカルラッティは 1757 年に死去したが、ソレールとの 4 年間が仮にあったとしても、























 ソレールは 1765 年、当時国際的に有名であったイタリア・ボローニャの作曲家で音楽理
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論家のジョヴァンニ・バッティスタ・マルティーニ神父 Giovanni Battista Martini（1706-




…ecco l’amator del Philarmonico, che V. Rª. ancor non cognosce, lo ’scolare dil Sr 
Scarlati, di chi V. Rª , ne parla con molta stima’nel Prologo della Sua Opera, …




















 El famoso Scarlati, doctor en el fundamento, y perfecto en la práctica, …                                                  
（Soler 1767:44） 






②『転調の秘訣』第 10 章 
 第 10 章は『転調の秘訣』の主要部分で、まさに転調の手法を示した部分である。そこで
はスカルラッティについて以下のようにふれている。 
 
 …assi en algunas Sonatas de Don Domingo Scarlati, como en un Psalmo Dixit 
Dominus, al verso Juravit Dominus, y en un Psalmo Lauda Jerusalem, al verso 
Quis sustinebit.（Soler 1767:115） 
  いくつかのドミンゴ・スカルラッティ氏のソナタ、詩篇 Dixit Dominus の中の詩句
Juravit Dominus、詩篇 Lauda Jerusalem の中の詩句 Quis sustinebit のように、私
はこの十字（ダブルシャープ）を使うことを認める。[拙訳] 
 
 ここでは、これまでの先人達が明らかにしてきた 55 コンマ分割法11などの音楽理論に沿
えばダブルシャープの使用は誤りとなるが、実際はスカルラッティの作品に見られるため、
自分の理論の理解が間違っていたのであり、使用するのは正しいと述べている。 






                                                 
11 55 コンマ分割法は、1 オクターヴを 55 コンマに分割するものである。全音は 9 コンマ、e‐f、h‐c の
半音は 5 コンマである。シャープで半音上げると 4 コンマ上がる。例えば c-cis は 4 コンマであり、cis-d
は 5 コンマとなる。しかしダブルシャープの場合、c-cis の 4 コンマに加え、cis からシャープで半音あげ
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表１  ソレールのソナタの写本一覧 
譜例１ アントニオ・ソレール ソナタ R.90 
譜例２ アントニオ・ソレール ソナタ R.９ 
譜例３ アントニオ・ソレール ソナタ R.６ 
譜例 4  アントニオ・ソレール ソナタ R.16 
譜例５ ドメニコ・スカルラッティ ソナタ K.395 








F フィッツウィリアム写本   B  バルセロナ中央図書館写本 
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譜例６ 第１番      Sebastian Albero. Treinta Sonatas Para Clavicordio. 
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